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研究代表者の専門分野：仏教学 
科研費の分科・細目：哲学、印度哲学・仏教学 
キーワード：(1) 仏教 (2) 写本 (3) アフガニスタン (4) バーミヤーン (5) ガンダーラ 
 
１．研究計画の概要 
 1990 年代初頭にアフガニスタンのバーミ
ヤーン渓谷北部に位置するザルガラーン地
区の石窟寺院跡から発見されて、ノルウェー
のスコイエン・コレクションや我が国の平山
郁夫コレクション等に引き取られた数千点
にものぼる大量の仏教写本断簡類について、
海外の研究協力者とともに解読と内容の比
定を行い、最終的にその研究成果として、写
本断簡類から回収されるサンスクリットお
よびガンダーラ語テキストと翻訳、および内
容の分析結果の出版を目指すものである。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) スコイエン・コレクションに含まれる数
千点の写本断簡類については、ほぼその全体
の一次的なローマ字転写を終え、パソコンに
入力した。 
(2) カローシュティー文字によるガンダーラ
語写本断簡類の中に複数の大乗経典断簡が
発見され、それらについては他資料との比較
検討を行った。 
(3) 平山郁夫および米アダムスコレクション
に含まれる梵文長阿含経写本については、第
３篇「戒蘊品」を構成する諸経典についてロ
ーマ字転写を行い、パーリ語資料との比較検
討を行った。 
 
３．現在までの達成度 
② おおむね順調に進展している。 
（理由） 
数千点にもおよぶ写本断簡のローマ字転写
が順調に行われ、また欧米の大学に属する複
数の海外研究協力者を招いた集中的な研究
会も毎年行われ、当初予定していた研究終了

後の成果出版に向けて具体的な予定が立て
られていることによる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 ローマ字転写に基づく写本断簡の同定、他
資料との比較検討等の研究を継続して行う
とともに、４年間の研究期間終了後に出版を
予定している『スコイエン・コレクションの
仏教写本』第４巻（ノルウェー・オスロより
英文で刊行）に向けた準備を行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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